
教養教育センター マンスリーコラム vol. 32 
2025 / 9/ 25 

 
 
「イミズスタン」カレーの謎 

瀬⼾ 麗（社会学） 
 
射⽔市の周辺をドライブしていると、簡素な店構えのカレ

ー屋を⽬にすることがある。はじめ少しためらいながら⼊店
すると、スパイスの⾹りとともにボリュームたっぷりのカレ
ーが運ばれてくる――。 

このようなパキスタン系のカレー屋が点在する⾼岡市、射
⽔市、富⼭市の圏域は、「イミズスタン」と呼ばれている 。
射⽔市の“イミズ”とペルシア語で「〜の国、〜の多いところ」
を意味する―“スタン”の合成語である。2015 年にカレーブ
ロガーの⼤江春泥⽒によって名づけられたという。射⽔市に
現存する最古の「イミズスタン」カレーのお店は 2002 年に
国道 8 号沿いに開店した「カシミール」だそうだ 1)。  

私は、今回マンスリーコラムを執筆するにあたり、パキス
タンの⼈たちが、なぜ⽇本に、そして射⽔市近郊にやってき
たのかを、まずは既存の⽂献を⼿掛かりに紐解いていきたい
と考えた。 
 澤によると、パキスタン⼈の⽇本出稼ぎブームが起きたのは、1980 年代後半である。当時、
⽇本が好景気で労働市場における⼈⼿不⾜が深刻化していたこと、さらに円⾼傾向の継続に
よって⽇本とアジア諸国との賃⾦格差が拡⼤していたことが、国際経済学的にみた⼤きな背
景である。また、移住を⽔路づけた法制度上の背景として、⽇本とパキスタンが 1961 年から
「査証相互免除取り決め」を結び、⻑期的に経済的互恵関係を築いてきたこともある。しかし、
⽇本は「査証相互免除取り決め」を 1989 年 1 ⽉に停⽌するとともに、1990 年の⼊管法改定
をめぐる⼀連の議論の中で、アジア系外国⼈ではなく、ブラジルやペルーなどの⽇系⼈を優先
的に受け⼊れることとなった 2)。そのようななか、⼀部のパキスタン⼈は、当初の⼯場労働を
離れ、別の道――⽇本⼈配偶者を巻き込みながらエスニック・ビジネスを展開する⽅策――へ
と転じていった 3)。 
 福⽥によると、1990 年代以降、もともと関東地⽅に在住していたパキスタン⼈が、富⼭に
ロシア向け中古⾞貿易のビジネスチャンスを⾒出し、家族とともに移住するようになった。そ
して、射⽔市新湊地区の富⼭新港とその周辺の国道 8 号線沿いに、ロシア向け中古⾞貿易業
者が集積するようになった。しかし、2008 年のリーマン・ショックや 2009 年 1 ⽉のロシア
による関税引き上げの影響を受けて、ロシア向け貿易は急激に縮⼩してしまう。多くの業者が
店舗を閉鎖した⼀⽅で、⼀部の業者は⼩規模な事務所と郊外の在庫保管スペースを確保する
形で経営を維持したとされる 3)。 
 そして――この頃、同朋のムスリムに出していたハラール料理を⽇本⼈にも提供する、レス
トラン経営に着⽬する⼈々が出てきたという。例えば、冒頭に紹介した「カシミール」も当初
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はパキスタンの⼈に向けた店だったらしく、プレハブの店構えをしている 1)。以上のような背
景のもとで「イミズスタン」カレーははじまり、その後、⼈気が広まっていったのである。時
代や政策のあおりを受けながらも、ビジネスの形を変えながら挑戦していくパキスタンの⼈
たちの姿に学びながら、このコラムを閉じたい。 
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